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本
稿
は
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
の
貴
重
書
の
一
本
、
芥
川
龍
之
介
の
王
朝
物
「
地
獄
変
」
（
初
出
は
、『
大
阪
毎
日
新
聞
』
夕
刊
、
大
正

七
年
五
月
一
日
～
二
二
日
、
『
東
京
日
日
新
聞
』
大
正
七
年
五
月
二
日
～
二
二
日
、
と
も
に
全
二
十
回
）
を
材
と
し
て
、
日
本
画
家
、
吉
村
忠
夫
（
明
治

三
一
～
昭
和
二
七
〔
一
八
九
八
～
一
九
五
二
〕
年
）
の
絵
に
吉
井
勇
（
明
治
一
九
～
昭
和
三
五
〔
一
八
八
六
～
一
九
六
〇
〕
年
）
が
自
作
歌
を
直
筆
で
配

し
た
『
地
獄
変
絵
巻
』
巻
子
本
一
軸
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
峯
村
が
学
内
向
け
の
冊
子
に
複
数
回
簡
単
な
紹
介
文
を
執
筆

し
）
1
（

、
ま
た
、
関
連
す
る
資
料
と
し
て
、
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
が
所
蔵
す
る
、
吉
井
勇
が
手
が
け
た
舞
台
「
地
獄
変
」
（
昭
和
十
年
十
月

一
日
か
ら
築
地
東
京
劇
場
で
上
演
、
二
幕
、
吉
井
勇
脚
色
演
出
、
小
村
雪
岱
装
置
）
の
吉
井
直
筆
台
本
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
き
た

）
2
（

。
本
稿
は
、
そ

れ
ら
を
基
に
、
今
回
は
本
学
非
常
勤
講
師
杲
由
美
氏
と
の
共
同
研
究
の
成
果
を
新
た
に
加
え
、
本
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
貴
重
書
の
資
料

紹
介
と
し
て
広
く
世
に
公
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

女
子
大
國
お　

第
百
七
十
三
号　

令
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年
九
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日
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一
　
書
誌
及
び
本
学
所
蔵
に
至
る
ま
で
の
経
緯

（
一
）
京
都
女
子
大
学
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録O

P
A

C

記
載
情
報

　

○
資
料
名
：
『
地
獄
変
絵
巻
』　　

○
著
者
情
報
：
吉
村
忠
夫
画　

吉
井
勇
詠  

　

○
出
版
情
報
：
出
版
地
不
明　

制
作
年
不
明
（
峯
村
注
：
制
作
地
は
京
都
か
。
正
確
な
制
作
年
は
不
明
、
本
稿
第
三
章
参
照
。
）

　

○
形
態
：
一
軸　

23
㎝　
　
　

○
所
在
：
図
書
館
貴
重
書
庫

　

○
書
誌ID

：T
W

20043454　
　

○
資
料ID

：196001519　
　

○
請
求
記
号
：911.16

/Y
91

　

○
注
記
：
芥
川
龍
之
介
原
作
、
木
箱
入　

箱
書
：
吉
井
勇
歌　

吉
村
忠
夫
画

　
　
　
　
　

巻
子
本
（
八
図
・
八
首
）　

総
丈536

×23cm

　

右
に
続
け
て
、
吉
井
勇
に
よ
る
奥
書
及
び
吉
井
の
詠
歌
八
首
の
翻
刻
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
省
略
し
、
絵
巻
の
内

容
に
つ
い
て
後
述
す
る
際
、
必
要
に
応
じ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
も
注
記
す
る
。

（
二
）
弘
文
荘
待
賈
古
書
目
の
記
載
―
本
学
所
蔵
前

―

　

本
資
料
は
一
時
弘
文
荘

）
3
（

が
所
蔵
し
て
お
り
、
古
書
販
売
目
録
『
南
北
朝
時
代
か
ら
明
治
・
大
正
ま
で　

日
本
の
自
筆
本　

付
自
筆
書
簡
』
（
昭
和

五
四
・
二　

有
限
会
社
弘
文
荘
）
に
掲
載
さ
れ
、
モ
ノ
ク
ロ
図
版
二
葉
、
カ
ラ
ー
図
版
一
葉
と
共
に
紹
介
さ
れ
た
。
本
学
所
蔵
資
料
と
照
ら
し

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
同
一
の
物
と
判
断
で
き
る
の
で
、
以
下
に
目
録
記
載
内
容
を
示
す
。

　

○
見
出
し
「

339　
吉
井
勇　

筆

吉
村
忠
夫
画　

地
獄
変
絵
巻　
絹
本　

絵
は
極
彩
色

書
は
朱
墨
二
色　
　　

一
巻　

八
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
」
（
目
録

222
頁
所
載
。
）

　

○
解
題
（

222
・

226
頁
所
載
、
そ
の
ま
ま
引
用
を
示
す
。
以
下
、
本
稿
に
於
け
る
引
用
部
の
傍
線
・
傍
点
等
は
論
者
に
よ
る
。
）
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タ
テ
二
一
、
八
糎
の
精
絹
八
枚
つ
ぎ
、
全
長
五
米
四
四
糎
。
芥
川
竜マ

マ

之
介
の
名
作
「
地
獄
変
」
の
中
の
主
眼
的
な
八
場
面
を
、

勇
が
和
歌
に
詠
じ
、
忠
夫
が
絵
に
描
い
て
、
一
巻
の
絵
巻
に
仕
立
て
た
も
の
。
恐
ら
く
は
、
隆
能
筆
の
源
氏
物
語
絵
巻
な
ど
の

体
裁
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
昭
和
期
の
物
語
絵
巻
の
一
作
と
し
て
、
後
に
伝
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　

 　

和
歌
八
首
は
、
各
一
首
を
三
、
四
行
乃
至
九
、十
行
ず
つ
、
大
字
の
散
ら
し
書
き
。
は
じ
め
の
六
首
は
尋
常
の
墨
書
き
だ
が
、

物
語
の
運
び
が
進
ん
で
、
悪
魔
的
な
絵
師
良
秀
の
、
美
し
い
上
﨟
姿
の
娘
の
乗
る
牛
車
に
、
堀
河
の
大
殿
の
命
を
奉
ず
る
仕
丁

の
手
か
ら
、
火
が
投
げ
か
け
ら
れ
る
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
な
る
と
、
そ
こ
の
歌
、（
峯
村
注
：
第
七
首
、
和
歌
引
用
省
略
）
の
、

下
の
句
の
三
行
は
朱
書
と
変
わ
る
。
す
ぐ
続
く
絵
（
火
焔
の
車
の
中
に
悶
え
苦
し
む
娘
と
猿
を
描
く
）
の
あ
と
、
（
峯
村
注
：
第
八

首
、
和
歌
引
用
省
略
）
の
三
行
三
十
文
字
は
、
み
な
火
焔
の
色
の
筆
に
転
化
す
る
。
最
終
の
シ
ー
ン
、
燃
え
尽
き
た
牛
車
を
前
に

合
掌
す
る
良
秀
の
足
元
に
、
「
多
々
乎
」
と
押
し
た
小
朱
印
は
、
吉
村
忠
夫
の
も
の
。
次
ぎ
の
絹
面
に
は
、
「
地
獄
変
絵
巻
を
見

て
つ
く
れ
る
う
た
八
首　

洛
中
忘
吾
亭
に
て　

相
聞
歌
隠　

勇
」
と
大
書
し
、
「
忘
吾
」
と
し
た
正
方
形
子
持
わ
く
の
朱
印
が
留

め
ら
れ
て
あ
る
。
保
存
良
。
極
美
装
、
箱
入
。
写
真
版
二
二
七
頁
及
び
こ
の
書
目
裏
表
紙
参
照
（
以
上
引
用
。
）

　

○
モ
ノ
ク
ロ
、
図
版
二
葉
（
目
録

227
頁
所
載
。
）

　
　

一
葉
目
：
第
三
図
・
第
三
首
。
二
葉
目
：
右
解
題
に
あ
る
第
八
図
と
巻
末
の
勇
の
奥
書
。

　

○
カ
ラ
ー
、
図
版
一
葉
（
本
目
録
裏
表
紙
所
載
。
）

　
　

第
二
図
と
第
二
首
の
散
ら
し
書
き
の
一
部
分
（
第
一
句
か
ら
第
三
句
と
第
五
句
）
。

　

以
上
、
弘
文
荘
古
書
販
売
目
録
の
内
容
を
見
た
。
「
極
美
装
」
と
さ
れ
る
美
麗
な
装
幀
や
、
吉
井
の
自
筆
和
歌
に
施
さ
れ
て
い
る
墨
書
が

朱
書
き
に
変
化
す
る
視
覚
的
工
夫
な
ど
、
見
る
べ
き
所
の
多
い
資
料
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
本
目
録
の
裏
表
紙
に
も
本
資
料
の

図
版
が
カ
ラ
ー
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
弘
文
荘
社
主
、
反
町
茂
雄
が
、
古
書
鑑
定
家
と
し
て
本
資
料
を
高
く
評
価
し
て
い
た
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こ
と
が
窺
え
る
。

　

右
古
書
目
録
の
発
行
は
一
九
七
九
（
昭
和
五
四
）
年
、
目
録
掲
載
の
書
目
は
「
発
行
日
現
在
で
全
部
在
庫
し
」
て
い
る
と
反
町
茂
雄
執
筆

の
同
目
録
「
ま
え
が
き
」
（
一
頁
）
に
あ
る
。
す
べ
て
を
こ
こ
に
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
京
都
女
子
大
学
が
本
絵
巻
を
入
手
し
た

の
は
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
で
あ
る
こ
と
が
大
学
に
残
る
記
録
か
ら
わ
か
り
、
そ
の
時
点
で
右
弘
文
荘
目
録
発
行
か
ら
十
七
年
が
経
過
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
の
資
料
流
転
の
状
況
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
吉
井
勇
と
い
う
京
都
に
ゆ
か
り
の
深
い
歌
人
の
手
に
な

る
肉
筆
の
作
品
が
本
学
図
書
館
の
所
蔵
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
資
料
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
居
場
所
に
辿
り
着
い
た
と
言
う
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。

（
三
）
京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
、『
地
獄
変
絵
巻
』
書
誌
概
要

　
①
　
装
幀
・
外
観

　

本
資
料
の
書
誌
的
事
項
に
つ
い
て
、
（
一
）
（
二
）
で
示
し
た
こ
と
に
若
干
付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
に
絞
っ
て
記
載
し
て
お
く
。

　

巻
子
装
一
軸
（
縦22.4

×
横546.3㎝

）
。
木
箱
入
り
で
、
箱
に
は
「
吉
井
勇
歌　

吉
村
忠
夫
画
」
と
墨
書
し
た
紙
札
が
貼
付
さ
れ
て
い
る

（
図
版
10
）
。

　

表
紙
に
は
濃
い
緑
の
地
に
金
糸
な
ど
も
用
い
て
葉
文
様
を
織
り
出
し
た
、
緞
子
に
よ
る
絹
本
仕
立
て
。
文
様
の
一
部
に
配
さ
れ
て
い
る

小
豆
色
と
同
色
の
紐
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
。
見
返
し
に
は
一
面
に
金
箔
が
施
さ
れ
、
本
紙
（
絹
本
）
に
も
天
地
に
金
箔
を
押
し
た
重
厚
感

あ
る
豪
華
な
装
幀
で
あ
る
（
以
上
、
図
版
11
・
12
参
照
）
。

　

八
図
八
首
。
奥
書
や
朱
印
な
ど
は
、
（
二
）
の
弘
文
荘
目
録
が
伝
え
る
と
お
り
で
あ
る
（
傍
線
部
参
照
）
。

　
②
　
和
歌
八
首
の
散
ら
し
書
き
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八
葉
の
絵
の
右
側
に
吉
井
の
特
徴
的
な
文
字
で
和
歌
が
一
首
ず
つ
記
さ
れ
て
い
る
。
散
ら
し
書
き
の
書
式
も
一
様
で
は
な
く
、
歌
ご
と

に
変
化
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
お
お
よ
そ
以
下
の
四
つ
の
型
に
分
け
ら
れ
る
。
Ａ
：
料
紙
の
右
側
に
上
の
句
、
左
側
に
下
の
句
を
、
そ
れ

ぞ
れ
紙
の
右
上
か
ら
左
下
に
か
け
て
句
ご
と
に
順
を
追
っ
て
行
頭
を
段
階
的
に
下
げ
て
書
く
パ
タ
ー
ン

）
4
（

（
第
一
首
・
第
四
首
・
第
七
首 

図
版

1
・
4
・
7
）
、
Ｂ
：
料
紙
の
右
上
か
ら
左
下
に
か
け
て
斜
め
に
紙
を
二
分
割
す
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
、
左
上
半
分
に
上
の
句
を
、
右
下

半
分
に
下
の
句
を
、
や
は
り
句
毎
に
順
を
追
っ
て
行
頭
を
下
げ
て
書
く
パ
タ
ー
ン

）
5
（

（
第
二
首 

図
版
2
）
、
Ｃ
：
第
一
句
と
第
二
句
、
第
三
句
と

第
四
句
、
第
五
句
を
、
そ
れ
ぞ
れ
三
行
に
分
か
ち
書
き
す
る
パ
タ
ー
ン

）
6
（

（
第
三
首
・
第
六
首
・
第
八
首 

図
版
3
・
6
・
8
）
、
Ｄ
：
料
紙
を
右
上

か
ら
左
下
に
か
け
て
斜
め
に
三
分
割
す
る
イ
メ
ー
ジ
で
、
中
央
に
上
の
句
を
、
左
上
の
ス
ペ
ー
ス
に
第
四
句
を
、
右
下
の
ス
ペ
ー
ス
に
第

五
句
を
記
し
、
上
の
句
は
句
ご
と
に
、
第
四
句
は
三
字
・
一
字
・
二
字
に
分
け
て
、
第
五
句
は
三
字
・
二
字
・
二
字
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ

れ
段
階
的
に
行
頭
を
下
げ
て
い
く
パ
タ
ー
ン

）
7
（

（
第
五
首 

図
版
5
）
、
以
上
の
四
つ
で
あ
る
。

　
　
　
　
二
　『
地
獄
変
絵
巻
』
概
要

（
一
）
絵
と
歌
と
の
協
奏
―
外
観
か
ら
窺
え
る
こ
と

―

　

巻
末
奥
書
に
「
地
獄
変
絵
巻
を
見
て
／
つ
く
れ
る
う
た
八
首
／
洛
中
忘
吾
亭
に
て
／
相
聞
歌
隠 

勇
」
（
ス
ラ
ッ
シ
ュ
は
改
行
を
示
す 

図
版
9
）

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
絵
の
成
立
が
先
で
、
絵
を
見
て
詠
ま
れ
た
歌
が
書
き
込
ま
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
歌
は
賛
と
し
て
絵
の
余

白
に
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
和
歌
を
記
す
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
絵
と
は
別
に
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
吉
村
と
吉
井
と
が
、

絵
と
歌
に
よ
る
合
作
の
絵
巻
を
制
作
す
る
こ
と
を
構
想
し
、
両
者
に
よ
る
相
談
を
経
て
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

和
歌
の
書
式
に
つ
い
て
詳
し
く
解
説
さ
れ
て
い
る
下
田
歌
子
の
『
詠
歌
之
栞
』
（
明
治
三
一
年
、
注
（
4
）
参
照
）
で
は
、
「
画
賛
書
式
」
の

項
目
で
「
位
置
の
注
意
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
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画
賛
の
書
式
も
、
別
に
、
之
れ
と
定
ま
れ
る
法
無
し
、
但
し
、
歌
書
か
ん
と
す
る
位
置
は
、
な
る
べ
く
、
絵
の
妨
げ
に
な
ら
ぬ
や

う
に
と
注
意
す
べ
し
。
淡
墨
、
薄
墨
の
筆
の
匂
ひ
あ
る
所
に
、
書
き
入
る
〻
な
ど
の
、
無
礼
な
る
は
云
ふ
も
更
に
て
、
筆
の
勢
ひ
を

示
し
た
る
末
な
ど
に
は
、
縦
令
、
空
地
在
り
と
も
、
書
く
可
ら
ず
。
さ
れ
ど
、
始
め
よ
り
、
賛
書
か
せ
ん
と
、
心
が
ま
へ
し
て
、
物

せ
る
図
画
な
ら
ば
、
さ
て
も
あ
り
な
ん
。
（
中
略
）
賛
の
為
に
、
画
の

面
お
も
て

を
悪
く
せ
ぬ
や
う
に
、
能
く
〳
〵
、
心
を
用
ふ
べ
し
。
兎
も

す
れ
ば
、
賛
記
し
た
る
が
為
に
、
い
た
く
、
其
絵ゑ

様や
う

を
損
ふ
こ
と
無
し
と
せ
ず
。 

（
二
二
九
～
二
三
〇
頁
。
）

奥
書
か
ら
、
絵
が
先
行
し
、
後
か
ら
歌
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思
え
ば
、
本
作
品
の
歌
に
は
画
賛
的
性
格
は
当
然
あ
る
が
、
一
・
二
・

四
・
五
・
七
首
目
に
つ
い
て
は
絵
を
上
回
る
分
量
の
ス
ペ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
右
引
用
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
あ
く

ま
で
も
絵
が
主
体
で
歌
が
付
属
と
い
う
も
の
と
は
異
な
り
、
絵
と
歌
と
、
両
者
に
対
等
の
重
み
を
持
た
せ
る
作
品
が
目
論
ま
れ
て
い
た
と

見
ら
れ
る
。
以
下
、
第
一
図
・
第
一
首
か
ら
順
に
、
絵
と
歌
の
概
要
を
記
述
す
る
。

（
二
）
絵
と
歌
と
の
協
奏
―
絵
と
歌
の
内
容
か
ら
窺
え
る
こ
と

―

　

本
絵
巻
第
一
図
・
第
一
首
（
図
版
1
）
及
び
第
二
図
・
第
二
首
（
図
版
2
）
に
於
い
て
、
ま
ず
は
主
要
登
場
人
物
が
紹
介
さ
れ
る
。
第
一
図

は
、
本
作
の
主
人
公
良
秀
を
描
き
、
第
一
首
は
、
「
良
秀
は 
お
の
れ
絵
巻
の 

な
か
に
ゐ
て 

丁
子
の
い
ろ
の 

狩
衣
を
着
る
」
と
あ
る
。
芥
川

の
原
作
「
地
獄
変

）
8
（

」
第
二
章
と
対
応
し
、
「
丁
字
染
の
狩
衣
に
揉
烏
帽
子
」
「
目
立
つ
て
赤
い
」
「
脣
」
（
一
〇
五
頁
上
段
）
な
ど
、
小
説
に
描

か
れ
る
良
秀
の
特
徴
的
な
風
貌
を
反
映
し
た
絵
に
な
っ
て
い
る
。
第
一
図
の
よ
う
な
場
面
が
小
説
に
直
接
登
場
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

烏
を
思
わ
せ
る
翼
の
ち
ぎ
れ
た
黒
い
鳥
の
死
骸
を
前
に
絵
筆
を
取
る
良
秀
を
描
い
て
、
「
か
い
な
で
絵
師
に
は
総
じ
て
醜
い
も
の
の
美
し
さ

な
ど
と
申
す
事
は
、
わ
か
ら
う
筈
が
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
」
（
第
四
章
一
〇
七
頁
下
段
）
と
嘯
く
よ
う
な
、
小
説
の
主
題
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
芸
道

に
向
か
う
良
秀
の
飽
く
な
き
執
心
を
ま
ず
は
提
示
す
る
。
波
線
部
か
ら
は
、
詠
者
で
あ
る
吉
井
が
、
小
説
の
主
人
公
良
秀
を
自
ら
が
制
作
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す
る
絵
巻
の
主
人
公
と
し
て
改
め
て
捉
え
直
す
意
識
が
窺
え
、
以
下
の
詠
歌
で
も
、
登
場
人
物
た
ち
と
同
じ
場
に
共
存
し
て
い
る
か
の
よ

う
な
感
覚
が
、
詠
わ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
（
波
線
部
参
照
）
。

　

第
二
図
は
、
堀
川
の
大
殿
に
仕
え
る
良
秀
の
娘
に
、
紅
の
袙
が
下
賜
さ
れ
る
場
面
。
娘
が
寵
愛
す
る
猿
が
袙
を
恭
し
く
押
し
頂
き
、
娘

の
顔
は
大
臣
か
ら
背
け
る
よ
う
に
猿
の
方
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
第
二
首
は
「
は
し
け
や
し 

絵
師
の
む
す
め
に 

た
ま
ひ
た
る　

紅
き
袙
は 

い
ま
も
に
ほ
ふ
や

）
9
（

」
。
小
説
第
三
章
と
対
応
し
、
良
秀
の
娘
の
「
孝
行
恩
愛
の
情
」
へ
の
「
賞
美
」
の
象
徴
と
も
言
え
る
「

紅
く
れ
な
ゐ

の
袙
」

（
一
〇
六
頁
中
段
）
の
美
し
さ
を
、
絵
を
見
、
歌
を
詠
む
「
い
ま
」
現
在
の
感
興
と
し
て
讃
え
、
小
説
に
於
い
て
「
猿
と
一
し
よ
に
何
か
と
い

と
し
が
ら
れ
」
た
と
さ
れ
る
（
一
〇
六
頁
中
段
～
下
段
）
娘
を
自
ら
も
愛
お
し
む
感
慨
が
、
初
句
の
「
は
し
け
や
し
」
に
よ
っ
て
詠
ま
れ
て
い

る
。

　

第
三
図
（
図
版
3
）
及
び
第
四
図
（
図
版
4
）
は
、
大
殿
か
ら
地
獄
絵
を
描
く
よ
う
命
じ
ら
れ
た
良
秀
の
狂
気
じ
み
た
所
業
を
描
く
。
両
手

両
足
を
折
り
曲
げ
ら
れ
、
細
い
鎖
で
縛
ら
れ
た
男
の
許
に
蛇
が
這
っ
て
ゆ
く
場
面
を
描
く
第
三
図
で
は
、
男
の
お
び
え
た
表
情
と
そ
れ
を

写
し
取
る
良
秀
の
喜
々
と
し
た
表
情
と
の
対
照
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
第
三
首
は
「
絵
筆
と
る 

指
は
蛇
と
も 

な
り
ぬ
へ
し 

刀
樹
の
は
や

し 

お
も
ひ
描
け
は
」
（
図
版
3
）
。
こ
の
場
面
は
小
説
の
第
八
章
後
半
か
ら
第
九
章
前
半
に
対
応
す
る
。
詠
歌
の
中
の
「
刀
樹
の
は
や
し
」
と

は
、
小
説
第
六
章
で
、
良
秀
が
後
に
描
く
こ
と
に
な
る
「
地
獄
変
の
屏
風
」
に
つ
い
て
語
り
手
が
先
取
り
し
て
説
明
す
る
、
そ
の
一
部
に
、

「
そ
の
刀
樹
の
梢
に
も
、
多
く
の
亡
者
が
纍
纍
と
、
五
体
を
貫
か
れ
て
居
り
ま
し
た
」（
一
〇
九
頁
下
段
）
と
あ
る
、
地
獄
の
一
景
で
あ
る
。

吉
井
に
よ
る
詠
歌
の
上
の
句
は
、
小
説
中
盤
の
こ
れ
ら
の
く
だ
り
に
於
い
て
印
象
づ
け
ら
れ
る
、
画
業
の
為
な
ら
ば
弟
子
た
ち
を
平
気
で

苛
む
良
秀
の
異
常
な
ま
で
の
執
心
を
捉
え
、
小
説
に
は
描
か
れ
な
い
、
絵
筆
を
執
る
指
が
蛇
と
化
す
と
い
う
さ
ら
な
る
魔
境
が
想
像
さ
れ

て
い
る
。

　

第
四
図
で
は
、
年
若
い
弟
子
が
顔
面
を
木
菟
に
襲
わ
れ
る
場
面
で
、
首
を
傾
け
て
逃
れ
よ
う
と
す
る
艶
め
か
し
い
少
年
の
姿
態
を
描
く
。
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第
四
首
は
、「
絵
と
は
い
へ 

こ
〻
ろ
も
さ
む
く 

見
て
あ
れ
は 

く
ら
き
み
〻
つ
く 

あ
や
し
け
に
鳴
く

）
10
（

」
（
図
版
4
）
。
小
説
の
第
九
章
終
盤
か
ら

第
十
一
章
前
半
の
、「
女
の
や
う
な
少
年
が
異
形
な
鳥
に
虐
ま
れ
る
、
物
凄
い
有
様
」
（
第
十
章
末
尾
一
一
四
頁
上
段
）
に
対
応
す
る
。
小
説
十

章
末
尾
で
「
師
匠
の
部
屋
が
そ
の
儘
遠
い
山
奥
の
、
妖
気
に
閉
さ
れ
た
谷
の
や
う
な
、
心
細
い
気
が
し
た
」（
一
一
三
頁
下
段
）
と
語
ら
れ
る
、

小
説
内
で
弟
子
が
感
じ
た
「
気
味
の
悪
さ
」
（
同
右
）
を
、
絵
を
見
な
が
ら
詠
者
が
実
感
・
共
有
し
て
い
る
感
覚
が
詠
ま
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

第
五
図
以
降
は
、
小
説
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
あ
る
雪
解
の
御
所
に
於
け
る
良
秀
の
娘
の
惨
殺
の
場
面
で
あ
る
。
堀
川
の
大
殿
の
命
に

よ
り
「
地
獄
変
の
屏
風
」
を
描
く
こ
と
に
な
っ
た
絵
師
良
秀
は
、
画
業
へ
の
執
念
に
突
き
動
か
さ
れ
、
〈
猛
火
に
焼
か
れ
る
車
の
中
で
苦
悶

す
る
あ
で
や
か
な
上
﨟
〉
と
い
う
地
獄
絵
図
を
眼
前
に
見
る
こ
と
を
欲
し
た
。
良
秀
に
反
感
を
抱
き
つ
つ
も
彼
に
共
鳴
す
る
も
の
を
内
に

潜
ま
せ
て
い
る
大
殿
は
、
良
秀
の
娘
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
を
密
か
に
計
画
す
る
。

　

第
五
図
（
図
版
5
）
は
、
娘
の
乗
る
車
に
今
ま
さ
に
火
が
放
た
れ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
白
い
顔
を
俯
け
る
美
し
く
着
飾
っ
た
娘
の
身

体
を
縛
め
る
鎖
が
左
手
首
か
ら
右
肩
の
あ
た
り
に
見
え
、
車
の
前
簾
を
掲
げ
る
男
が
手
に
持
つ
火
の
つ
い
た
松
明
か
ら
は
黒
煙
が
立
ち
上

る
。
左
端
に
は
、
車
に
近
寄
り
、
両
手
を
娘
の
方
に
差
し
伸
べ
る
良
秀
が
描
か
れ
る
。
第
五
首
は
「
檳
榔
毛
の 

く
る
ま
す
さ
ま
し 

何
こ
と

か 

起
ら
む
と
す
る 

け
は
ひ
お
ほ
え
て

）
11
（

」
（
図
版
5
）
。
小
説
第
十
六
章
か
ら
第
十
七
章
に
対
応
す
る
。
簾
の
色
は
、
小
説
に
「
浮う

き

線す
ぢ

綾あ
や

の
縁ふ

ち

を
と
つ
た
青
い
簾
」
（
第
十
六
章
一
一
九
頁
上
段
）
と
あ
る
の
と
異
な
る
が
、
娘
が
身
に
着
け
る
「
桜
の
唐
衣
」
「
黄き

金ん

の
釵さ

つ
し子

」
、
「
半
ば
正
気

を
失
つ
た
」
良
秀
が
「
急
に
飛
び
立
つ
た
と
思
ひ
ま
す
と
、
両
手
を
前
へ
伸
し
た
儘
、
車
の
方
へ
思
は
ず
知
ら
ず
走
り
か
か
ら
う
と
致
し

ま
し
た
」
（
以
上
第
十
七
章
一
二
〇
頁
上
段
～
中
段
）
と
い
っ
た
行
動
な
ど
を
、
ほ
ぼ
忠
実
に
再
現
す
る
。

　

続
く
第
六
図
（
図
版
6
）
で
は
、
火
に
包
ま
れ
る
車
の
中
に
打
ち
伏
す
娘
、
太
刀
を
履
き
松
明
を
手
に
持
つ
男
、
空
飛
ぶ
夜
鳥
な
ど
を
描

き
、
画
面
左
端
、
車
か
ら
だ
い
ぶ
遠
ざ
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
車
の
方
に
伸
べ
る
良
秀
の
両
手
の
先
が
見
え
る
。
歌
は
「
い
ま
さ
ら
に 

と
り

棄
つ
る
と
も 

何
か
せ
む 

仕
丁
か
投
く
る 

松
明
の
火
を
」
（
図
版
6
）
。
主
に
小
説
第
十
八
章
前
半
に
対
応
す
る
。
「
星
明
り
に
飛
ぶ
五
位
鷺
」
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（
第
十
六
章
一
一
八
頁
下
段
）
、
「
思
は
ず
知
ら
ず
車
の
方
へ
駆
け
寄
ら
う
と
し
た
あ
の
男
は
、
火
が
燃
え
上
る
と
同
時
に
、
足
を
止
め
て
、
や

は
り
手
を
さ
し
伸
し
た
儘
、
食
ひ
入
る
ば
か
り
の
眼
つ
き
を
し
て
、
車
を
つ
つ
む
焔
煙
を
吸
ひ
つ
け
ら
れ
た
や
う
に
眺
め
て
居
り
ま
し
た

が
」
（
第
十
八
章
一
二
〇
頁
下
段
）
と
い
っ
た
小
説
の
記
述
を
反
映
し
て
い
る
が
、
右
引
用
の
破
線
部
は
描
か
れ
な
い
。
同
じ
く
小
説
中
の
「
そ

の
大
き
く
見
開
い
た
眼
の
中
と
云
ひ
、
引
き
歪
め
た
脣
の
あ
た
り
と
云
ひ
、
或
は
又
絶
え
ず
引
き
攣
つ
て
ゐ
る
頬
の
肉
の
震
へ
と
云
ひ
、

良
秀
の
心
に
交こ

も

交ご
も

往ゆ
き

来き

す
る
恐
れ
と
悲
し
み
と
驚
き
と
は
、
歴
歴
と
顔
に
描
か
れ
ま
し
た
」
（
同
右
）
と
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
る
良
秀
の
苦

悶
の
表
情
を
描
く
こ
と
は
、
本
図
で
は
敢
え
て
避
け
、
観
る
も
の
の
想
像
に
委
ね
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

　

第
七
図
（
図
版
7
）
は
炎
に
包
ま
れ
る
牛
車
の
中
で
の
け
ぞ
る
娘
と
、
慈
し
ま
れ
て
い
た
猿
が
、
娘
を
守
ろ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
縋
り

つ
く
様
を
描
く
。
眼
を
見
開
い
た
猿
の
表
情
と
は
対
照
的
に
、
娘
は
瞳
を
閉
じ
、
髪
一
筋
を
噛
み
し
め
る
。
第
七
首
は
「
す
さ
ま
し
き 

地

獄
絵
巻
と 

な
り
に
け
り 

雪
解
の
御
所
の 
真
夜
中
の
庭
」
（
図
版
7
、
ゴ
チ
ッ
ク
部
分
は
朱
書
き
、
以
下
同
）
。
小
説
第
十
八
章
後
半
に
対
応
。
「
煙

に
咽む

せ

ん
で
仰
向
け
た
顔
の
白
さ
」
「
焔
の
中
か
ら
浮
き
上
つ
て
、
髪
を
口
に
噛
み
な
が
ら
、

縛
い
ま
し
め

の
鎖
も
切
れ
る
ば
か
り
身
悶
え
を
し
た
有

様
」
な
ど
、
小
説
に
描
か
れ
る
「
地
獄
の
業
苦
」
を
再
現
す
る
（
一
二
一
頁
上
段
）
。
良
秀
、
堀
川
の
大
殿
、
彼
ら
の
妄
執
が
、
地
獄
の
業
火

さ
な
が
ら
に
燃
え
あ
が
る
炎
と
な
っ
て
娘
の
身
を
焼
き
尽
く
す
、
小
説
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
な
る
場
面
で
、
「
雪
解
の
御
所
」
の
庭
が
こ

の
世
の
地
獄
と
化
す
様
を
、
絵
と
共
に
、
歌
の
下
の
句
以
降
を
朱
書
き
に
変
え
る
視
覚
的
効
果
に
よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
。

　

最
後
の
第
八
図
（
図
版
8
）
は
、
胸
の
前
で
腕
を
組
ん
で
立
ち
、
炎
に
包
ま
れ
崩
壊
し
た
車
を
見
つ
め
る
良
秀
を
描
く
。
第
八
首
は
す
べ

て
朱
書
き
で
「
燃
え
あ
か
る 

火
焔
の
い
ろ
の 

そ
の
な
か
に 

な
ほ
う
つ
く
し
き 

も
の
を
見
む
と
す
」
（
図
版
8
）
。
小
説
第
十
九
章
と
対
応
す

る
。「
唯
美
し
い
火
焔
の
色
と
、
そ
の
中
に
苦
し
む
女
人
の
姿
と
が
、
限
り
な
く
心
を
悦
ば
せ
る

―
さ
う
云
ふ
景
色
に
見
え
ま
し
た
」
と

語
ら
れ
る
箇
所
で
、「
両
腕
を
し
つ
か
り
胸
に
組
ん
で
、
佇
」
む
良
秀
の
「
皺
だ
ら
け
な
満
面
に
浮
」
ぶ
、「
恍
惚
と
し
た
法
悦
の
輝
き
」
（
以

上
、
一
二
一
頁
下
段
）
の
絵
と
歌
に
よ
る
再
現
で
あ
る
。「
人
間
と
は
思
は
れ
な
い
」「
怪
し
げ
な

厳
お
ご
そ
か

さ
」
を
湛
え
る
良
秀
の
周
囲
に
は
「
啼
き
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騒
ぎ
な
が
ら
飛
び
ま
は
る
数
の
知
れ
な
い
夜よ

鳥と
り

で
さ
へ
」
近
づ
か
ず
、「
恐
ら
く
は
無
心
の
鳥
の
眼
に
も
、
あ
の
男
の
上
に
、
円
光
の
如
く

懸
つ
て
ゐ
る
、
不
可
思
議
な
威
厳
が
見
え
た
の
で
ご
ざ
い
ま
せ
う
」
（
以
上
、
一
二
一
頁
下
段
～
一
二
二
頁
上
段
）
と
あ
る
小
説
の
表
現
も
、
良
秀

の
周
囲
に
白
色
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
黒
煙
が
及
ん
で
い
な
い
様
を
描
き
出
す
吉
村
の
絵
に
よ
っ
て
、
忠
実
に
再
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

総
じ
て
詠
歌
の
波
線
部
が
多
く
現
在
形
で
、
小
説
の
そ
の
場
に
立
ち
会
っ
て
登
場
人
物
と
感
興
を
共
有
し
合
っ
て
い
る
よ
う
に
詠
ま
れ

て
お
り
、
二
次
創
作
者
と
し
て
の
吉
井
の
昂
奮
が
看
取
さ
れ
る
。
小
説
に
於
い
て
も
、
自
殺
後
に
時
が
過
ぎ
、
「
小
さ
な

標
し
る
し

の
石
は
、
そ

の
後
何
十
年
か
の
雨
風
に
曝
さ
れ
て
、
と
う
の
昔
誰
の
墓
と
も
知
れ
な
い
や
う
に
、
苔
蒸
し
て
ゐ
る
に
ち
が
ひ
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
（
第
二
十

章
末
尾
一
二
二
頁
下
段
）
と
い
う
末
路
を
た
ど
っ
た
良
秀
の
物
語
を
敢
え
て
語
る
語
り
手
の
、
「
身
の
内
も
震
へ
る
ば
か
り
、
異
様
な
随
喜
の

心
に
充
ち
満
ち
て
、
ま
る
で
開
眼
の
仏
で
も
見
る
や
う
に
、
眼
も
離
さ
ず
、
良
秀
を
見
つ
め
ま
し
た
」
（
第
十
九
章
一
二
二
頁
上
段
）
と
、
良

秀
へ
の
共
鳴
を
抑
え
か
ね
て
い
る
さ
ま
が
提
示
さ
れ
て
も
い
た
が
、
良
秀
、
語
り
手
、
そ
れ
を
小
説
と
し
て
書
き
著
し
発
表
し
た
芥
川
、

そ
し
て
更
に
時
を
経
て
、
そ
れ
を
絵
と
歌
で
再
現
す
る
絵
巻
に
作
り
直
し
た
画
家
吉
村
と
歌
人
吉
井
、
芸
道
へ
の
執
念
に
憑
か
れ
た
者
た

ち
が
、
次
元
や
時
を
超
え
て
共
鳴
し
合
う
、
二
次
創
作
と
い
う
も
の
の
意
義
が
、
本
作
に
は
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
小
説
に
於

い
て
「
自
分
で
何い

時つ

か
堕
ち
て
行
く
地
獄
」
（
第
六
章
一
一
〇
頁
上
段
）
さ
な
が
ら
の
「
地
獄
変
の
屏
風
」
を
完
成
さ
せ
た
良
秀
の
よ
う
に
、

吉
村
と
吉
井
は
絵
と
歌
に
よ
る
共
作
で
、
こ
の
絵
巻
の
中
に
、
異
常
な
ま
で
に
芸
道
に
生
き
よ
う
と
す
る
者
た
ち
の
「
地
獄
」
を
表
そ
う

と
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
三
　『
地
獄
変
絵
巻
』
成
立
事
情
臆
断

　

吉
村
に
は
雑
誌
『
苦
楽
』
第
四
巻
第
八
号
（
昭
和
二
四
・
八
・
一　

苦
楽
社
）
に
掲
載
し
た
「
名
作
絵
物
語　

地
獄
変
」
が
あ
り
、
本
絵
巻

の
絵
八
葉
は
、
『
苦
楽
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
絵
八
葉
（
図
版
13
～
20
）
と
同
一
の
構
図
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
「
名
作
絵
物
語
」
が
本
作
に
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先
行
し
、
そ
の
絵
を
下
絵
と
し
て
、
同
一
の
構
図
で
絹
地
に
描
き
直
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
本
絵
巻
の
絵
が
先
に
成
立
し
て
お
り
、

そ
れ
を
基
に
し
た
製
版
に
よ
っ
て
印
刷
が
な
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
こ
と
、
本
稿
第
四
章
で
杲
由
美
氏
が
述
べ
て
い
る
。
「
名
作
絵
物
語
」

と
『
地
獄
変
絵
巻
』
と
は
、
構
図
は
同
一
だ
が
、
彩
色
や
人
物
の
表
情
な
ど
に
微
妙
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
第
一
図
の
良
秀
の

絵
で
比
較
し
て
み
て
も
、
良
秀
の
狩
衣
や
指
貫
の
色
、
左
手
に
持
つ
紙
の
色
、
肌
の
色
や
白
眼
や
歯
の
白
の
強
調
、
紙
燭
の
周
り
の
光
輪

の
色
遣
い
な
ど
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
「
名
作
絵
物
語
」
の
絵
を
基
に
絹
地
に
描
き
直
さ
れ
た
こ
と
で
、
配
色
な
ど
に
差
異
が
生
じ
た
こ
と

も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
が
、
構
図
の
一
致
か
ら
す
る
と
、
絵
巻
の
絵
が
先
に
存
在
し
、
そ
れ
を
基
に
製
版
が
な
さ
れ
、
雑
誌
用
に
印
刷

さ
れ
る
工
程
で
、
色
の
違
い
な
ど
が
生
じ
た
も
の
と
も
見
ら
れ
る
。
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
継
続
し
て
調
査
を
要
す
る
が
、
発
色
・
人
物

の
表
情
な
ど
の
優
美
さ
・
格
調
の
点
で
、
絵
巻
が
遙
か
に
優
れ
て
い
る
の
は
言
を
俟
た
な
い
。

　

吉
村
忠
夫
に
は
、
「
名
作
絵
物
語
」
お
よ
び
本
絵
巻
と
同
趣
の
作
品
が
外
に
も
あ
り
、
郷
里
の
福
岡
県
、
福
岡
市
美
術
館
所
蔵
の
日
本
画

「
地
獄
変
」
（
図
版
21
）
が
残
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
も
紹
介
し
て
き
た

）
12
（

。
こ
の
絵
は
「
名
作
絵
物
語
」
（
6
／
8 

図
版
18
）
及
び
『
地
獄
変
絵

巻
』
の
第
六
図
（
図
版
6
）
と
ほ
ぼ
同
一
の
絵
で
あ
る
が
、
種
々
相
違
点
も
あ
る
。
福
岡
市
美
術
館
HP
の
解
題
に
拠
れ
ば
、
サ
イ
ズ
も

117.0

×144.6

と
、
絵
巻
に
比
べ
大
作
で
、
牛
車
の
轅
を
よ
り
長
く
描
い
て
い
る
点
や
よ
り
遠
目
か
ら
見
て
い
る
よ
う
な
構
図
の
微
妙
な

差
異
な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。
前
簾
・
後
簾
の
色
が
絵
巻
の
茶
色
か
ら
鮮
や
か
な
緑
（
青
）
色
に
変
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
「
青
い
簾
」
（
第

十
六
章
）
と
あ
る
原
作
に
よ
り
忠
実
で
あ
る
一
方
、
火
が
放
た
れ
た
牛
車
の
周
囲
の
一
番
左
に
位
置
す
る
人
物
（
「
絵
物
語
」
5
／
8
及
び
『
絵

巻
』
第
五
図
と
対
照
す
る
に
良
秀
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
）
の
描
き
方
に
つ
い
て
は
逆
の
こ
と
が
言
え
る
。
牛
車
に
向
け
て
伸
ば
し
た
両
手
の
先
と

丁
子
色
の
狩
衣
の
一
部
が
見
て
取
れ
る
の
み
の
「
絵
物
語
」
6
／
8
・『
絵
巻
』
の
第
六
図
に
比
し
て
、
吉
村
の
絵
画
「
地
獄
変
」
の
方
は
、

こ
の
人
物
の
全
身
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
狩
衣
の
色
が
丁
子
色
で
は
な
い
。
小
説
第
十
六
章
末
尾
に
は
、
こ
の
場
面
で
の
良
秀
の
着

衣
に
つ
い
て
「
何い

時つ

も
の
香
染
め
ら
し
い
狩
衣
」
（
一
一
九
頁
中
段
）
と
あ
り
、
「
香
染
め
」
と
は
丁
子
染
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
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も
、
仕
丁
の
内
、
向
か
っ
て
左
の
人
物
の
衣
の
色
も
「
絵
物
語
」
・
『
絵
巻
』
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
福
岡
市
美
術
館
所
蔵
の
「
地
獄
変
」

制
作
年
は
HP
解
題
で
昭
和
二
十
五
（
一
九
五
〇
）
年
と
さ
れ
て
お
り
（
四
章
で
杲
氏
が
、
本
作
は
昭
和
二
十
五
年
に
開
催
さ
れ
た
第
六
回
日
展
へ
の
出

品
作
で
あ
る
こ
と
を
解
説
し
て
い
る
）
、
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
ま
ず
昭
和
二
十
四
年
八
月
『
苦
楽
』
掲
載
の
「
名
作
絵
物
語
」
と
『
地
獄
変
絵
巻
』

が
先
に
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
後
、
第
六
図
を
日
本
画
と
し
て
描
き
直
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
吉
村
は
同
趣
の
絵
を
微
調
整
し
な
が
ら

複
数
回
描
い
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
題
材
へ
の
執
着
の
ほ
ど
が
窺
え
る
。

　

雑
誌
『
苦
楽
』
と
「
名
作
絵
物
語
」
、
及
び
画
家
吉
村
忠
夫
に
つ
い
て
は
杲
氏
執
筆
の
第
四
章
に
委
ね
る
が
、
吉
井
も
『
苦
楽
』
に
創
刊

号
（
昭
和
二
一
・
一
一
）
か
ら
参
加
し
、
昭
和
二
十
二
年
の
一
・
四
・
五
・
八
・
十
一
月
号
、
昭
和
二
十
三
年
の
五
・
九
月
号
、
昭
和
二
十
四
年

に
入
る
と
、
三
月
号
の
「
虎
落
笛
」
、
五
月
二
十
日
臨
時
増
刊
号
の
「
現
代
語
訳
好
色
一
代
女
」
な
ど
、
木
村
荘
八
と
の
共
同
作
業
が
見
ら

れ
、
そ
の
後
も
七
月
号
、
八
月
二
十
日
臨
時
増
刊
号
に
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
一
方
吉
村
も
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
の
創
刊
号
か
ら

翌
二
十
二
年
七
月
ま
で
、
菊
池
寛
の
「
新
今
昔
物
語
」
の
絵
を
担
当
し
て
お
り
、
そ
の
後
も
同
二
十
二
年
十
一
月
号
、
二
十
三
年
六
月
号
、

十
一
月
号
、
二
十
四
年
に
は
一
月
号
、
五
月
号
、
七
月
号
と
、
「
名
作
絵
物
語　

地
獄
変
」
掲
載
の
八
月
号
ま
で
、
加
藤
武
雄
、
山
本
周
五

郎
、
井
伏
鱒
二
、
白
井
喬
二
、
松
岡
譲
な
ど
複
数
の
作
家
の
作
品
の
絵
を
手
が
け
て
い
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
吉
井
と
吉
村
は
、
少
な

く
と
も
『
苦
楽
』
誌
上
に
於
い
て
、
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
の
創
刊
号
以
来
、
昭
和
二
十
二
年
の
一
・
四
・
五
・
十
一
月
号
、
昭
和
二
十
四

年
の
七
月
号
に
て
顔
を
合
わ
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
吉
井
が
舞
台
「
地
獄
変
」
を
手
が
け
た
の
が
昭
和
十
年
で
あ
る
こ
と
を
思

え
ば
、
「
地
獄
変
」
と
い
う
作
品
に
吉
井
が
意
識
を
向
け
て
い
た
の
は
こ
れ
よ
り
だ
い
ぶ
前
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、
「
名
作
絵
物
語　

地
獄
変
」
及
び
『
地
獄
変
絵
巻
』
の
企
画
が
吉
井
発
信
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

　
『
地
獄
変
絵
巻
』
の
絵
に
歌
が
付
さ
れ
た
現
存
す
る
形
態
で
の
成
立
は
、
奥
書
に
「
洛
中
忘
吾
亭
に
て
／
相
聞
歌
隠　

勇
」
と
あ
る
と
こ

ろ
か
ら
、
勇
が
京
都
市
内
に
居
住
し
た
期
間
、
昭
和
十
三
年
十
月
～
左
京
区
北
白
川
東
蔦
町
、
同
十
九
年
十
月
～
二
十
年
二
月
岡
崎
円
勝
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寺
町
、
疎
開
期
間
を
挟
ん
で
二
十
三
年
八
月
～
上
京
区
油
小
路
元
誓
願
寺
町
、
二
十
六
年
八
月
～
左
京
区
浄
土
寺
石
橋
町
（
『
定
本 

吉
井
勇
全

集
』
第
九
巻
〔
昭
和
五
四
・
一
一 

番
町
書
房
〕
所
収
年
譜
参
照
）
、
以
上
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
が
、
吉
村
忠
夫
が
没
し
た
の
は
昭
和
二
十
七

年
の
二
月
十
七
日
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
本
作
は
昭
和
二
十
六
年
ま
で
に
は
成
立
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
吉
井
が
二
十
六

年
八
月
か
ら
住
ん
だ
浄
土
寺
石
橋
町
の
家
は
「
紅
聲
窩
」
と
名
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

）
13
（

た
め
、
「
洛
中
忘
吾
亭
」
居
住
を
示
す
識

語
と
一
致
せ
ず
、
そ
れ
ら
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
戦
後
、
疎
開
か
ら
戻
っ
た
後
、
昭
和
二
十
三
年
八
月
か
ら
居
住
し
た
上
京
区
油
小
路
元

誓
願
寺
町
時
代
の
成
立
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
戦
前
か
ら
京
都
で
発
行
さ
れ
て
い
た
雑
誌
『
洛
味
』
の
新
生
第
一
集

は
、
昭
和
二
十
四
年
十
二
月
の
発
行
（
臼
井
書
房
）
だ
が
、
同
誌
に
吉
井
が
詠
草
二
題
を
寄
せ
て
お
り
、
そ
の
題
に
「
忘
吾
亭
二
題
」
と
あ

る
こ
と
も
そ
の
推
定
を
裏
付
け
る
も
の
と
言
え
よ
う

）
14
（

。
吉
井
・
吉
村
両
者
が
『
苦
楽
』
誌
上
で
相
見
え
る
以
前
に
も
接
点
を
持
っ
て
い
た

可
能
性
は
あ
り
、
今
後
さ
ら
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
『
地
獄
変
絵
巻
』
の
成
立
は
ひ
と
ま
ず
、
吉
村
忠
夫
が
「
名
作
絵
物
語　

地
獄

変
」
を
雑
誌
『
苦
楽
』
に
掲
載
し
た
昭
和
二
十
四
年
八
月
よ
り
前
に
絵
が
描
か
れ
、
吉
井
の
歌
が
付
さ
れ
た
形
態
も
昭
和
二
十
六
年
八
月

に
浄
土
寺
に
転
居
す
る
ま
で
に
は
成
立
し
た
と
見
て
お
き
た
い
。

　

先
に
引
用
し
た
『
詠
歌
之
栞
』
「
画
賛
書
式
」
の
「
地
質
の
注
意
」
に
は
、
「
絹
地
は
、
墨
つ
ぎ
の
、
極
め
て
悪
き
も
の
あ
り
。
若
し
、

然
る
折
に
は
、
文ふ

み

い
さ
〻
か
も
、
粘
ら
ぬ
や
う
に
注
意
し
、
能
く
、
墨
汁
含
ま
せ
た
る
筆
の
尖さ

き

に
て
、
さ
ら
〳
〵
と
滞
り
無
く
書
き
な
す

べ
し
」
（
二
三
〇
・
二
三
二
頁
）
と
あ
る
が
、
一
の
（
二
）
で
引
用
し
た
弘
文
荘
の
目
録
解
題
に
「
大
字
の
散
ら
し
書
き
」
と
記
さ
れ
て
い
た

よ
う
に
、
歌
の
文
字
は
大
き
く
、
時
に
肉
厚
で
存
在
感
が
あ
る
。
経
年
に
よ
る
劣
化
も
さ
ほ
ど
見
ら
れ
ず
、
上
質
の
絹
地
に
書
か
れ
て
い

る
と
見
え
る
。
本
作
が
制
作
さ
れ
た
用
途
は
現
段
階
で
は
不
明
だ
が
、
何
ら
か
の
場
で
観
覧
に
供
す
る
目
的
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も

こ
う
し
た
作
品
を
た
だ
作
り
た
い
と
い
う
二
人
の
欲
求
に
発
し
た
趣
味
的
な
作
品
な
の
か
、
そ
の
あ
た
り
を
今
後
解
明
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
る
が
、
戦
後
間
も
な
い
窮
乏
期

）
15
（

に
極
め
て
贅
沢
な
も
の
が
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
芸
道
に
憑
か
れ
て
常
軌
を
逸
し
た
者
の
姿
を
描
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く
本
作
の
内
容
に
照
ら
し
て
、
納
得
の
ゆ
く
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

吉
井
が
か
つ
て
舞
台
「
地
獄
変
」
を
上
演
し
た
際
、
小
村
雪
岱
に
よ
る
舞
台
装
置
の
中
で
も
火
が
放
た
れ
る
牛
車
は
大
評
判
だ
っ
た
こ

と
が
当
時
の
劇
評
か
ら
窺
え
る

）
16
（

が
、
同
じ
評
の
中
で
、
肝
心
の
地
獄
変
の
屏
風
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
酷
評
さ
れ
て
い
た
。

　
　

 

最
後
の
幕
で
屏
風
の
出
来
上
り
の
所
は
肝
腎
の
地
獄
変
を
背
向
に
立
て
た
の
で
見
物
は
屏
風
の
裏
で
思
は
せ
振
り
を
喰く

ら

つ
た
。
一
双

の
屏
風
を
後う

し

ろ向
に
立
て
て
は
第
一
絵
が
見
え
な
い
し
、
訥
子
の
大
殿
が
此
処
を
先
途
と
大
車
輪
で
芝
居
を
や
つ
て
居
る
が
、
声
が
す

る
だ
け
で
姿
は
時
々
隙
間
か
ら
ち
ら
つ
く
だ
け
と
は
な
さ
け
無
し
。
大
事
な
物
だ
か
ら
一
つ
奮
発
し
て
本
統
に
絵
の
描
い
て
あ
る
屏

風
を
使
つ
て
貰
ひ
度
い
。 

（
注
（
16
）
に
同
じ
。
）

　

芥
川
の
小
説
に
於
い
て
筆
を
尽
く
し
て
描
か
れ
る
地
獄
変
の
屏
風
を
、
舞
台
装
置
と
し
て
再
現
す
る
こ
と
は
流
石
に
難
し
く
、
観
客
に

屏
風
の
背
面
し
か
見
え
な
い
よ
う
に
配
置
し
た
の
は
苦
肉
の
策
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
終
章
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
同
時
期
に

地
獄
絵
図
を
描
く
古
い
絵
巻
に
関
心
を
示
し
て
い
た
と
い
う
吉
井
に
し
て
み
れ
ば
、
舞
台
「
地
獄
変
」
上
演
の
際
に
作
成
す
る
こ
と
は
叶

わ
な
か
っ
た
「
地
獄
変
の
屏
風
」
に
、
そ
の
後
も
思
い
を
残
し
続
け
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
四
　
吉
村
忠
夫
と
『
地
獄
変
絵
巻
』

　

京
都
女
子
大
学
図
書
館
所
蔵
『
地
獄
変
絵
巻
』
の
絵
を
担
当
し
た
吉
村
忠
夫
は
、
新
興
大
和
絵
の
中
堅
と
し
て
知
ら
れ
る
日
本
画
家
で

あ
る
。
以
下
、
年
次
を
追
っ
て
忠
夫
の
画
業
の
概
要
を
示
す

）
17
（

。

（
一
）
大
正
期
〜
昭
和
初
期
―
松
岡
映
丘
と
の
関
わ
り

―

　

吉
村
忠
夫
は
一
八
九
八
年
福
岡
県
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
幼
少
期
に
家
族
と
共
に
上
京
し
た
忠
夫
は
、
明
治
四
十
五
年
、
当
時
勤
務
し
て
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い
た
東
京
美
術
学
校
文
庫
（
同
校
所
有
の
図
書
、
標
本
、
機
械
な
ど
の
収
蔵
・
管
理
部
門
）
で
書
画
に
接
す
る
う
ち
日
本
固
有
の
絵
画
に
関
心
を
抱

く
よ
う
に
な
り
、
美
校
の
教
員
で
あ
っ
た
松
岡
映
丘
の
知
遇
を
得
、
彼
に
入
門
を
申
し
出
る
。
校
長
の
正
木
直
彦
の
後
押
し
も
あ
り
、
忠

夫
は
大
正
三
年
九
月
に
特
別
詮
議
を
経
て
十
七
才
で
東
京
美
術
学
校
日
本
画
撰
科
に
入
学
を
許
さ
れ
た
。
学
業
の
傍
ら
で
文
庫
の
勤
め
も

続
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
正
四
年
、
映
丘
が
日
本
画
科
第
三
教
室
の
助
教
授
に
着
任
す
る
と
忠
夫
も
同
教
室
に
入
り
、
以
後
映
丘
と

の
親
交
を
深
め
、
門
下
の
俊
英
と
し
て
頭
角
を
現
し
て
ゆ
く
。

　

大
正
八
年
三
月
の
日
本
画
科
卒
業
（
卒
業
制
作
は
「
栄
華
物
語
」
）
に
先
立
ち
、
大
正
七
年
第
十
二
回
文
展
に
お
い
て
「
玉
の
う
て
な
」
で

初
入
選
を
果
た
す
。
翌
八
年
第
一
回
帝
展
へ
の
「
徳
大
寺
左
大
臣
」
出
品
以
降
、
改
組
前
の
昭
和
九
年
第
十
五
回
展
ま
で
毎
回
出
品
を
続

け
、
帝
展
で
は
中
堅
作
家
と
し
て
の
地
位
を
確
実
な
も
の
と
し
た
。
大
正
後
期
に
は
古
画
の
模
写
や
正
倉
院
御
物
の
研
究
も
精
力
的
に
行
っ

て
い
る
。

　

忠
夫
の
師
映
丘
は
、
大
正
五
年
四
月
に
吉
川
霊
華
、
結
城
素
明
、
平
福
百
穂
、
鏑
木
清
方
ら
日
本
画
壇
の
中
堅
と
共
に
金
鈴
社
を
創
立

し
、
日
本
古
来
の
大
和
絵
に
立
脚
し
た
独
自
の
作
風
を
試
み
て
、
大
和
絵
の
近
代
化
を
進
め
た
人
物
で
あ
る
。
美
校
に
お
け
る
映
丘
の
指

導
も
非
常
に
熱
心
な
も
の
で
あ
り
、
忠
夫
自
身
も
「
日
本
画
の
主
体
と
な
る
べ
き
も
の
が
平
安
朝
を
中
心
と
し
た
大
和
絵
的
精
神
を
咀
嚼

し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
を
当
時
盛
ん
に
力
説
さ
れ
た

）
18
（

」
映
丘
の
姿
勢
に
賛
同
し
、
生
涯
を
通
じ
て
映
丘
の
目
ざ
す

大
和
絵
新
興
の
実
践
に
努
め
た
。
映
丘
の
熱
心
な
門
下
生
は
映
丘
を
囲
ん
で
月
並
研
究
会
を
開
催
し
て
い
た
が
、
こ
の
集
ま
り
は
映
丘
の

自
宅
・
常
夏
荘
を
拠
点
と
し
た
家
塾
と
し
て
発
展
し
、
の
ち
に
「
常
夏
会
」
「
木
之
華
社
」
と
改
称
し
大
和
絵
の
研
究
集
団
と
な
っ
た
。
こ

の
メ
ン
バ
ー
に
忠
夫
も
名
を
連
ね
て
い
る

）
19
（

。

　

大
正
十
年
一
月
、
常
夏
荘
の
映
丘
門
生
で
あ
る
岩
田
正
巳
、
穴
山
義
平
（
勝
堂
）
、
狩
野
政
次
郎
（
光
雅
）
、
遠
藤
教
三
ら
は
、
映
丘
と
美

術
評
論
家
の
川
路
柳
虹
を
顧
問
に
迎
え
、
新
興
大
和
絵
会
を
結
成
し
た
。
忠
夫
は
こ
れ
に
は
不
参
加
だ
っ
た
が
、
新
興
大
和
絵
一
派
は
次



京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
、
吉
村
忠
夫
画
・
吉
井
勇
歌
『
地
獄
変
絵
巻
』
紹
介

165

第
に
画
壇
に
も
そ
の
存
在
感
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
大
正
十
五
年
七
月
、
映
丘
と
常
夏
荘
の
メ
ン
バ
ー
が
夏
目
漱
石
の
「
草
枕
」
を
絵
巻

に
仕
立
て
て
築
地
本
願
寺
で
展
観
し
た
際
に
は
、
鏑
木
清
方
ら
も
観
覧
に
訪
れ
「
あ
の
思
い
つ
き
は
大
い
に
良
い
」
と
述
べ

）
20
（

、
画
壇
の
注

目
を
集
め
た
。
多
く
の
映
丘
門
下
生
の
中
で
「
長
男
グ
ル
ー
プ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

）
21
（

忠
夫
も
当
然
こ
の
催
し
に
加
わ
っ
て
お
り
、
『
草
枕
絵

巻
』
第
一
巻
第
六
段
「
長
良
の
を
と
め
」
の
絵
を
担
当
し
て
い
る
。

（
二
）
昭
和
戦
前
〜
戦
後
期
―
映
丘
逝
去
後

―

　

昭
和
六
年
に
新
興
大
和
絵
会
が
解
散

）
22
（

し
た
の
ち
も
忠
夫
は
帝
展
へ
の
出
品
を
続
け
て
い
た
が
、
昭
和
十
年
、
文
部
大
臣
松
田
源
治
に
よ

る
帝
展
改
組
問
題
が
画
壇
全
体
に
及
ん
で
紛
糾
し
、
改
組
帝
展
へ
不
参
加
の
立
場
を
取
っ
た
映
丘
は
有
力
門
人
を
結
集
し
て
国
画
院
を
創

立
）
23
（

す
る
。
こ
の
時
忠
夫
も
創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
に
加
わ
っ
た
。

　

昭
和
十
三
年
三
月
に
映
丘
が
逝
去
す
る
と
忠
夫
は
国
画
院
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
が
、
映
丘
亡
き
後
ス
タ
ー
不
在
の
同
院
は
求
心
力

を
失
い
、
創
立
か
ら
わ
ず
か
六
年
後
の
昭
和
十
八
年
に
解
散
す
る
こ
と
と
な
る
。
だ
が
こ
の
間
に
も
忠
夫
は
、
師
逝
去
直
後
の
十
三
年
四

月
に
「
日
本
画
壇
の
横
断
的
結
束
を
目
標

）
24
（

」
と
し
て
発
足
し
た
日
本
画
院
の
創
立
同
人
と
し
て
参
加
し
、
師
の
遺
志
を
継
い
で
新
た
な
国

画
の
制
作
に
力
を
注
ご
う
と
し
て
い
た
。
昭
和
十
一
年
の
松
田
文
相
急
逝
以
降
の
帝
展
再
改
組
、
新
文
展
の
創
設
と
い
う
動
き
の
中
で
、

第
一
回
新
文
展
・
第
三
回
新
文
展
へ
の
出
品
以
降
は
官
展
か
ら
遠
ざ
か
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
姿
勢
の
表
れ
と
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。

　

大
戦
初
期
に
は
従
軍
画
家
と
し
て
北
支
へ
赴
き
、
戦
局
が
進
む
に
つ
れ
あ
ら
ゆ
る
芸
術
家
が
彩
管
報
国
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
戦
意
高

揚
画
の
制
作
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
忠
夫
も
そ
の
例
外
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
戦
後
の
活
動
と
し
て
は
、
昭
和
二
十
一

年
よ
り
復
活
し
た
官
展
（
日
展
）
の
第
六
回
展
（
昭
和
二
十
五
年
）
へ
の
出
品
が
、
忠
夫
の
最
後
の
大
作
と
な
る
。
一
方
日
本
画
院
展
に
は
ほ

ぼ
毎
年
出
品
を
欠
か
さ
な
か
っ
た
が
、
大
作
は
な
く
小
品
の
出
品
が
続
い
た
。
昭
和
二
十
七
年
二
月
十
七
日
、
脳
溢
血
の
た
め
五
十
三
才
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で
逝
去
。
師
の
衣
鉢
を
継
ぎ
大
和
絵
新
興
を
制
作
の
基
盤
と
し
て
画
業
に
専
念
し
た
生
涯
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
大
和
絵
の
手
法
は
絵
巻
物
に
お
い
て
典
型
的
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
は
忠

夫
は
精
力
的
に
官
展
へ
の
出
品
を
続
け
て
い
た
が
、
一
方
で
絵
巻
と
い
う
形
態
に
対
し
て
は
当
然
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
美
校
時
代

の
忠
夫
に
つ
い
て
「
よ
く
文
庫
の
閲
覧
室
で
絵
巻
の
模
写
を
繰
り
ひ
ろ
げ
て
い
ろ
い
ろ
と
語
つ
た
」
（
中
村
岳
陵
「
わ
が
吉
村
君
」『
美
之
国
』
第

四
巻
第
八
号　

昭
和
三
・
八
・
一
）
、
「
い
つ
も
絵
巻
物
に
親
し
ん
で
ゐ
る
君
は
段
々
其
の
味
ひ
に
魅
せ
ら
れ
て
ゆ
く
ら
し
か
つ
た
」
（
望
月
春
江

「
吉
村
忠
夫
君
の
こ
と
ど
も
」
前
掲
『
美
之
国
』
）
と
回
想
す
る
学
友
た
ち
の
言
に
も
そ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
望
月
春
江
は
学
生
時
代
の
忠

夫
と
の
議
論
に
お
い
て
忠
夫
が
「
自
分
は
日
本
独
特
の
文
化
が
最
も
美
し
く
完
成
さ
れ
た
あ
の
平
安
朝
時
代
が
一
番
す
き
で
あ
る
」
と
語
っ

て
い
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る
。
『
地
獄
変
絵
巻
』
制
作
の
契
機
は
現
時
点
で
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
忠
夫
の
絵
巻
へ
の
関
心
と
平
安
時

代
へ
の
傾
倒
が
そ
の
根
底
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
三
）『
地
獄
変
絵
巻
』
成
立
の
背
景
解
明
に
向
け
て

　

大
和
絵
が
絵
巻
と
い
う
形
態
と
不
可
分
の
手
法
で
あ
る
以
上
、
絵
巻
へ
の
関
心
は
常
に
忠
夫
の
中
に
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

忠
夫
は
い
つ
ど
の
よ
う
な
き
っ
か
け
で
『
地
獄
変
絵
巻
』
の
制
作
に
着
手
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
地
獄
変
絵
巻
』
成
立
背
景
の
詳
細
は
、
八

枚
の
絵
に
付
さ
れ
た
吉
井
勇
の
和
歌
と
の
合
作
の
経
緯
も
含
め
今
後
の
調
査
に
委
ね
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
手
が
か
り
と
し
て
現
時
点

で
判
明
し
て
い
る
事
実
を
二
点
報
告
す
る
。

　
①
雑
誌
『
苦
楽
』
と
の
関
連

　

第
三
章
で
峯
村
至
津
子
氏
が
言
及
す
る
と
お
り
、
『
地
獄
変
絵
巻
』
の
八
枚
の
絵
は
、
第
六
回
日
展
出
品
の
前
年
に
雑
誌
『
苦
楽
』
第
四

巻
第
八
号
（
昭
和
二
四
・
八
・
一
）
に
「
名
作
絵
物
語
」
と
し
て
発
表
さ
れ
た
も
の
と
一
致
す
る
（
図
版
参
照
、
以
下
「
名
作
絵
物
語
地
獄
変
」
と
す
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る
）
。
『
苦
楽
』
は
昭
和
二
十
三
年
後
半
頃
か
ら
印
刷
技
術
が
悪
化
し
て
お
り

）
25
（

、
特
に
「
名
作
絵
物
語
」
は
そ
の
影
響
を
ま
と
も
に
受
け
て

い
る
た
め
、
色
調
も
描
線
も
『
地
獄
変
絵
巻
』
に
比
し
か
な
り
粗
悪
な
状
態
で
は
あ
る
が
、
構
図
が
細
部
に
至
る
ま
で
一
致
し
て
い
る
こ

と
か
ら
『
地
獄
変
絵
巻
』
と
「
名
作
絵
物
語
地
獄
変
」
は
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
『
苦
楽
』
掲
載
後
、
原
画
に
吉
井
の
歌
を
加

え
て
絵
巻
物
に
仕
立
て
直
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
「
名
作
絵
物
語
地
獄
変
」
の
敷
き
写
し
を
『
地
獄
変
絵
巻
』
の
た
め
に
改
め
て
絹
本

着
色
と
し
て
描
き
直
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
八
枚
目
左
下
の
小
朱
印
の
大
き
さ
や
位
置
が
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
図
を

二
種
類
作
り
直
し
た
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
か
。

　
『
苦
楽
』
は
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
、
作
家
大
佛
次
郎
を
主
宰
者
と
し
て
創
立
し
た
苦
楽
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
雑
誌
で
あ
り
、
大
正
十
三

年
一
月
に
創
刊
さ
れ
た
プ
ラ
ト
ン
社
の
『
苦
楽
』
と
は
別
組
織
で
あ
る
。
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
一
日
発
行
の
創
刊
号
か
ら
同
二
十
四
年

九
月
一
日
発
行
の
第
四
巻
第
九
号
ま
で
全
三
十
七
冊
が
刊
行
さ
れ
た
。
「
名
作
絵
物
語
」
は
、
著
名
な
小
説
の
本
文
抜
粋
に
挿
絵
を
付
し
、

八
～
十
頁
に
収
め
た
も
の
で
、
鏑
木
清
方
（
『
苦
楽
』
表
紙
の
殆
ど
を
担
当
）
、
石
井
鶴
三
、
川
端
龍
子
ら
担
当
の
画
家
も
一
流
ど
こ
ろ
を
揃
え

た
本
誌
の
名
物
企
画
で
あ
る
。
「
名
作
絵
物
語
」
の
全
容
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
詳
述
す
る
が
、
創
刊
号
の
「
名
作
絵
物
語
」
は
中
川
一
政

が
夏
目
漱
石
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
、
以
後
「
名
作
絵
物
語
」
は
休
載
も
あ
っ
た
が
ほ
ぼ
毎
号
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

忠
夫
が
担
当
し
た
「
名
作
絵
物
語
」
は
「
地
獄
変
」
の
み
だ
が
、
忠
夫
は
創
刊
号
か
ら
本
誌
の
小
説
に
度
々
挿
絵
画
家
と
し
て
登
場
し

て
お
り
、
加
え
て
『
地
獄
変
絵
巻
』
の
歌
を
詠
じ
た
吉
井
勇
も
短
歌
や
小
説
を
発
表
し
た
り
誌
上
鼎
談
の
司
会
を
務
め
た
り
す
る
な
ど
、

本
誌
と
は
深
い
関
わ
り
を
持
つ
作
家
で
あ
る
。
忠
夫
と
勇
の
親
交
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
更
に
調
査
が
必
要
だ
が
、
少
な
く

と
も
雑
誌
『
苦
楽
』
が
両
者
の
接
点
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
は
確
実
だ
と
思
わ
れ
る
。

　
②
第
六
回
日
展
出
品
作
「
地
獄
変
」

  

忠
夫
に
と
っ
て
戦
後
唯
一
の
大
作
と
な
る
第
六
回
日
展
の
出
品
作
は
、
芥
川
龍
之
介
「
地
獄
変
」
に
取
材
し
た
も
の
で
あ
る

）
26
（

。
良
秀
の
娘
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を
乗
せ
た
檳
榔
毛
の
車
が
火
炎
に
包
ま
れ
、
断
末
魔
に
苦
し
む
娘
の
周
囲
を
松
明
を
手
に
し
た
仕
丁
と
烏
が
取
り
巻
く
と
い
う
凄
ま
じ
い

場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
り
、
『
地
獄
変
絵
巻
』
六
枚
目
の
図
と
ほ
ぼ
同
じ
構
図
を
取
っ
て
い
る
（
以
後
本
作
を
「
絵
画
地
獄
変
」
と
す
る
）
。

「
地
獄
変
」
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
芥
川
の
王
朝
物
の
代
表
作
で
あ
り
、
「
平
安
朝
時
代
が
一
番
す
き
」
だ
と
い
う
忠
夫
の
好
み
と
一
致
し
、

新
興
大
和
絵
の
作
家
と
し
て
「
古
典
中
に
お
け
る
人
物
画
に
こ
だ
わ
り
、
主
に
天
平
、
平
安
時
代
を
対
象
に
、
古
典
的
な
世
界
を
深
く
認

識
し
た
上
で
、
現
代
に
生
か
そ
う
と
努
め
た
」（
前
掲
魚
里
論
文
）
忠
夫
の
姿
勢
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
画
材
を
近
代
小
説
に
求

め
た
こ
と
は
忠
夫
に
と
っ
て
新
し
い
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
試
み
は
二
年
後
の
忠
夫
の
急
逝
に
よ
っ
て
絶
た
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
。

　
「
名
作
絵
物
語
地
獄
変
」
が
『
苦
楽
』
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
四
年
八
月
、
「
絵
画
地
獄
変
」
が
出
品
さ
れ
た
第
六
回
日
展
の
会

期
初
日
は
翌
二
十
五
年
十
月
二
十
九
日
で
あ
る
か
ら
、
単
純
に
発
表
時
期
の
み
で
考
え
れ
ば
制
作
順
序
は
前
者
が
先
、
あ
る
い
は
両
者
同

時
進
行
で
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
「
名
作
絵
物
語
地
獄
変
」
を
「
絵
画
地
獄
変
」
の
た
め
の
習
作
と
し
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
位
置
づ

け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
逆
に
大
作
が
先
に
完
成
し
て
お
り
、
後
か
ら
小
品
八
枚
が
描
か
れ
た
と
い
う
経
緯
は
考
え
に
く
い
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
現
時
点
で
成
立
年
代
の
前
後
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
『
地
獄
変
絵
巻
』
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。
今
後
の
調
査
を
通
じ
て
、
ま
ず
そ
の
成
立
時
期
と
成
立
背
景
を
特
定
す
る
必

要
が
あ
る
。
吉
井
勇
と
吉
村
忠
夫
の
親
交
の
あ
り
方
な
ど
も
そ
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
『
地
獄
変
絵
巻
』
の
原
型
と

言
え
る
「
名
作
絵
物
語
地
獄
変
」
に
つ
い
て
、
そ
の
掲
載
雑
誌
『
苦
楽
』
の
特
徴
や
同
時
代
的
意
義
、
「
名
作
絵
物
語
」
と
い
う
企
画
そ
の

も
の
の
全
容
や
選
出
さ
れ
た
小
説
作
品
な
ら
び
に
挿
絵
を
担
当
し
た
画
家
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
も
必
要
で
あ
る
。
近
代
美
術
に
お
け

る
絵
巻
と
い
う
表
現
形
態
に
『
地
獄
変
絵
巻
』
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、
同
時
代
文
化
と
の
関
連
性
か
ら
考
察
す
る
視
点
も

不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
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『
地
獄
変
絵
巻
』
は
文
芸
と
絵
画
の
融
合
し
た
一
つ
の
総
合
芸
術
と
し
て
重
要
な
意
義
を
持
つ
作
品
で
あ
り
、
引
き
続
き
調
査
研
究
を
継

続
し
、
本
作
の
諸
相
を
で
き
る
か
ぎ
り
解
明
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
　
　
　
五
　
現
代
の
「
地
獄
草
紙
」
を

―
「
人
生
は
地
獄
よ
り
も
地
獄
的
で
あ
る
」

―

　

舞
台
「
地
獄
変
」
を
上
演
し
た
昭
和
十
年
、
吉
井
勇
は
『
読
売
新
聞
』
に
「
身
辺

雑
記
地
獄
草
紙
【
中
】
」
と
い
う
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。

　
　

 　

今
私
の
主
治
医
で
あ
る
木
下
国
手
が
絵
画
を
愛
好
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
絵
巻
物
集
成
」
を
借
覧
し
て
ゐ
る
う
ち
に
、
図
ら
ず
も

「
地
獄
草
紙
」
「
病
草
紙
」
「
餓
鬼
草
紙
」
な
ど
と
云
ふ
古
い
絵
巻
を
、
写
真
版
で
は
あ
る
が
見
る
こ
と
が
出
来
た

）
27
（

。
芥
川
君
の
「
地
獄

変
」
を
脚
色
し
た
直
ぐ
後
だ
つ
た
の
で
、
「
地
獄
草
紙
」
そ
の
他
、
「
病
草
紙
」
「
餓
鬼
草
紙
」
と
云
つ
た
や
う
な
、
同
じ
系
統
に
属
す

る
こ
れ
等
の
絵
巻
に
は
、
殊
に
心
を
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
つ
た
。

　
　

 　
（
中
略
）
私
は
「
地
獄
変
」
の
中
で
原
作
に
な
い
地
獄
問
答
を
、
絵
師
良
秀
と
横
川
の
僧
都
と
の
間
に
さ
せ
た
が
、
若
し
脚
色
以
前

に
こ
の
絵
巻
を
見
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
は
も
つ
と
形
を
変
へ
た
も
の
に
な
つ
て
ゐ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
画
光

長
、
詞
寂
蓮
と
伝
へ
ら
れ
て
ゐ
る
、
こ
れ
等
数
巻
の
「
地
獄
草
紙
」
は
、
光
長
と
云
ふ
人
が
如
何
な
る
絵
師
か
は
知
ら
な
い
け
れ
ど

も
、
画
品
低
く
、
毫
技
劣
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
見
て
ゐ
て
唯
醜
怪
な
不
気
味
さ
を
感
じ
さ
せ
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し

ろ
見
な
か
つ
た
方
が
私
と
し
て
は
、
幸
ひ
だ
つ
た
と
も
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　

 　

私
は
こ
れ
を
見
て
ゐ
る
う
ち
に
、
文
字
を
以
て
表
現
す
る
、
現
代
の
「
地
獄
草
紙
」
を
書
い
て
見
た
い
と
云
ふ
欲
望
が
、
か
な
り

切
に
、
胸
を
圧
す
る
が
如
く
に
起
つ
て
来
た
。
（
中
略
）
芥
川
君
も
「
侏
儒
の
言
葉
」
の
中
で
、「
人
生
は
地
獄
よ
り
も
地
獄
的
で
あ
る
」

と
云
つ
て
ゐ
る
が
、
全
く
つ
く
づ
く
と
考
へ
て
見
れ
ば
、
娑
婆
苦
の
中
に
は
む
し
ろ
地
獄
苦
に
ま
さ
る
も
の
が
あ
る
で
は
な
い
か
。

（
『
読
売
新
聞
』
〔
昭
和
一
〇
・
一
〇
・
一
九　

朝
刊
五
面
〕
）
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『
地
獄
変
絵
巻
』
に
つ
い
て
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
課
題
は
多
々
残
る
が
、
本
作
品
が
、
こ
う
し
て
吉
井
の
胸
中
に
長
き
に

亘
り
留
ま
り
続
け
た
「
欲
望
」
の
所
産
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
右
の
記
事
の
中
で
、
『
絵
巻
物
集
成
』
の
「
地
獄
草

紙
」
解
説
の
中
の
一
節
に
「
し
か
も
そ
れ
が
ま
た
い
づ
れ
も
酒
の
罪
に
よ
る
所
が
最
も
多
い
」
云
々
と
あ
る
と
こ
ろ
に
目
を
留
め
て
「
勿

論
私
も
地
獄
を
さ
ま
よ
ふ
罪
人
と
し
て
書
く
」
と
記
し
て
い
る
吉
井
は
、
戦
後
の
窮
乏
期
に
於
い
て
豪
華
絢
爛
な
装
幀
の
『
地
獄
変
絵
巻
』

の
作
成
に
背
徳
を
意
識
す
る
心
性
は
保
持
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
時
代
に
あ
っ
て
、「
地
獄
変
」
舞
台
化
以
降
、『
地

獄
草
紙
』
な
ど
の
古
い
絵
巻
に
触
れ
る
中
で
萌
し
た
欲
望
を
実
現
す
べ
く
、
本
稿
第
四
章
で
杲
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
絵
巻
制
作
に
並
々

な
ら
ぬ
意
欲
を
見
せ
て
い
た
吉
村
忠
夫
と
い
う
格
好
の
伴
侶
を
得
て
共
作
し
た
本
作
は
、
吉
井
に
と
っ
て
紛
れ
も
な
き
「
現
代
の
「
地
獄

草
紙
」
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注（
1
） 「
図
書
館
資
料
紹
介  

絵
と
歌
が
描
き
出
す
こ
の
世
の
地
獄
『
地
獄
変
絵
巻
』
」
『
京
都
女
子
大
学
通
信
』
一
一
四
号
（
二
〇
一
五
・
一
〇
・
一
）
一
一
～

一
二
頁
、「
地
獄
変
絵
巻
」
京
都
女
子
大
学
創
基
百
周
年
記
念
特
別
企
画
展
観
図
録
『
京
女
一
〇
〇
年
の
至
宝
』
（
二
〇
二
〇
・
一
一
・
一
六
）
三
九
頁
参
照
。

（
2
） 「
吉
井
勇
脚
色
、
「
地
獄
変
」
台
本
翻
刻
―
芥
川
龍
之
介
「
地
獄
変
」
の
舞
台
化

―
」
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
『
国
文
論
藻
』
第

二
二
号
（
二
〇
二
三
・
三
・
一
五
）
五
九
～
一
四
六
頁
参
照
。

（
3
） 

有
限
会
社
弘
文
荘
。
東
京
都
文
京
区
西
片
1—

11—

2
。

（
4
） 

句
の
内
を
更
に
分
か
ち
書
き
に
し
て
順
に
行
頭
を
下
げ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
そ
れ
は
、
以
下
の
Ｂ
・
Ｄ
の
パ
タ
ー
ン
も
同
様
で
あ
る
。
近
代
に
於

け
る
散
ら
し
書
き
の
大
概
を
窺
う
た
め
、
管
見
の
限
り
で
散
ら
し
書
き
の
書
法
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
下
田
歌
子
『
家
庭
文
庫
第
三
編　

詠
歌
之
栞
』
（
明
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治
三
一
・
四
・
四　

博
文
館 

※
国
立
国
会
図
書
館
納
本
は
、
四
月
五
日
と
発
行
日
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
）
を
参
考
に
す
る
。
Ａ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
同
書
で
「
懐
紙

書
式
」
の
一
例
「
古
式
女
子
懐
紙
」
と
し
て
二
〇
七
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
例
や
、
「
画
賛
書
式
」
と
し
て
二
三
一
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
例
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
に
於
い
て
は
文
献
の
引
用
に
あ
た
り
、
原
則
と
し
て
漢
字
の
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
、
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。

（
5
） 

こ
の
パ
タ
ー
ン
に
近
い
も
の
と
し
て
、
注
（
4
）
で
挙
げ
た
『
詠
歌
之
栞
』
二
一
四
頁
で
は
、
「
色
紙
書
式
」
の
一
例
と
し
て
、
題
と
詠
者
名
を
紙
の

中
央
に
縦
に
書
き
、
左
半
分
上
方
に
上
の
句
を
、
右
半
分
下
方
に
下
の
句
を
句
ご
と
に
順
次
行
頭
を
下
げ
て
書
く
書
式
が
「
色
紙
題
を
中
に
か
く
も

の
」
の
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
6
） 

同
じ
く
『
詠
歌
之
栞
』
二
二
二
～
二
二
三
頁
に
か
け
て
、
「
詠
草
書
式
」
の
例
と
し
て
「
横
詠
草
四
ツ
折
式
」
「
同
上
三
ツ
折
式
」
と
し
て
示
さ
れ
て

い
る
も
の
が
「
初
句
、
二
句
と
一
行
、
三
句
四
句
と
一
行
、
結
句
を
一
行
と
三
段
に
書
く
べ
し
」
（
二
二
四
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
と
同

様
の
書
式
で
あ
る
。
「
詠
草
書
式
」
の
内
、
「
横
詠
草
は
、
常
に
、
師
に
添
削
を
請
ひ
な
ど
す
る
時
に
用
ふ
」
（
二
二
〇
頁
）
る
も
の
で
、
「
竪
詠
草
」
＝

「
朝
廷
の
御
歌
会
始
に
、
国
民
の
、
詠
進
す
る
歌
」
の
よ
う
な
「
公
け
立
ち
た
る
儀
式
に
用
ひ
」
、
上
の
句
と
下
の
句
を
二
行
分
か
ち
書
き
に
す
る
も

の
（
二
二
〇
～
二
二
一
頁
）
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
師
に
指
導
を
請
う
な
ど
の
改
ま
っ
た
場
で
の
書
式
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
7
） 

参
考
に
見
て
き
た
『
詠
歌
之
栞
』
に
は
、
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
例
示
が
な
い
。
同
書
の
「
色
紙
書
式
」
に
は
、
「
文
字
の
散
ら
し
や
う
は
、
一
定
の
規
則

あ
る
に
あ
ら
ず
。
た
ゞ
、
文
字
配
り
、
墨
つ
ぎ
な
ど
の
、
麗
し
く
愛め

で

た
か
ら
ん
こ
と
を
、
旨
と
し
た
る
も
の
な
り
」
（
二
一
一
～
二
一
二
頁
）
と
あ
る
よ

う
に
、
散
ら
し
書
き
に
は
様
々
な
パ
タ
ー
ン
が
存
在
し
得
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
8
） 

小
説
「
地
獄
変
」
の
引
用
は
、
現
代
日
本
文
学
全
集
第
三
十
篇
『
芥
川
龍
之
介
集
』
（
昭
和
三
・
一
・
九　

改
造
社
）
に
拠
り
、
以
下
頁
数
の
み
示
す
。
吉

井
は
「
地
獄
変
」
舞
台
化
の
際
、
「
神
田
の
古
本
屋
に
往
つ
て
改
造
社
版
の
「
芥
川
龍
之
介
集
」
を
買
つ
て
来
」
て
読
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
。
「
『
地
獄

変
』
上
演
雑
感
」
『
劇
と
評
論
』
第
十
巻
第
十
一
号
（
昭
和
一
〇
・
一
一
・
一　

劇
と
評
論
社
）
所
収
。
な
お
、
目
次
に
は
「
地
獄
変
脚
色
0

0

雑
感
」
と
あ
る
。

（
9
） 

本
学
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
翻
刻
で
は
「
は
し
け
や
し 

絵
師
の
む
す
め
に 

た
ま
う
た
る 

紅
さ
袙
は 

い
ま
も
に
ほ
う
や
」
と
あ
る
の
を
訂
正

し
た
。

（
10
） 

オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
翻
刻
で
は
「
絵
と
は
い
へ 

こ
こ
ろ
も
さ
む
く 

見
て
あ
れ
は 

く
ら
き
に
み
て
つ
く 

あ
や
し
け
に
鳴
く
」
と
あ
る
の
を
訂
正
し
た
。
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（
11
） 

オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
翻
刻
で
は
、
「
檳
榔
毛
の 

く
る
ま
す
さ
ま
し 

何
ひ
と
か 

起
ら
む
と
す
る 

け
は
ひ
お
ほ
え
て
」
と
あ
る
の
を
訂
正
し
た
。

（
12
） 
注
（
1
）
・
（
2
）
に
示
し
た
拙
稿
参
照
、
同
美
術
館
HP
所
載
、
「
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」h

ttps://w
w

w
.fu

ku
oka-art-m

u
seu

m
.jp/arch

ives/m
odern

_

arts/3449?title=
%

E
5%

9C
%

B
0%

E
7%

8D
%

84%
E

5%
A

4%
89&

n
am

e=
%

E
5%

90%
89%

E
6%

9D
%

91&
year=

&
gen

re=
&

collection
=

（
13
） 『
私
の
履
歴
書
』
文
化
人
1
（
昭
和
五
八
・
一
〇
・
五　

日
本
経
済
新
聞
社
）
所
収
、
三
三
一
頁
。
初
出
は
『
日
本
経
済
新
聞
』
（
昭
和
三
二
年
四
月
連
載
）
。

（
14
） 『
洛
味
』
新
生
第
一
集
（
昭
和
二
四
・
一
二
・
一
〇　

臼
井
書
房
）
一
三
頁
。

（
15
） 

例
え
ば
こ
の
頃
の
『
朝
日
新
聞
』
で
は
、
戦
後
の
窮
乏
が
繰
り
返
し
報
道
さ
れ
て
い
る
。
窮
乏
か
ら
自
殺
し
た
と
さ
れ
る
高
木
正
得
元
子
爵
の
記
事

「
窮
乏
か
ら
自
殺
行 
我
の
生
存
を
許
す
と
せ
ば
家
庭
は
餓
え
に 

高
木
氏
、
家
族
へ
の
遺
書
」
（
昭
和
二
三
・
七
・
一
五　

東
京
朝
刊
二
面
）
、
「
窮
乏
告
げ
る

地
方
財
政
」
（
昭
和
二
八
・
五
・
二
五　

東
京
朝
刊
一
面
）
、
「
生
活
の
窮
乏
感
ま
す
、
厚
生
白
書 

暗
い
面
指
摘
」
（
昭
和
三
三
・
一
二
・
二　

東
京
朝
刊
一
面
）
で

は
「
国
民
の
経
済
生
活
に
お
け
る
窮
乏
感
の
増
大
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
社
会
不
安
の
増
大
」
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

（
16
） 「
何
と
云
つ
て
も
此
の
車
の
焼
打
が
山
で
仕
掛
や
照
明
が
よ
く
出
来
て
ゐ
る
の
で
、
隣
席
の
婦
人
が
娘
の
芝
鶴
に
同
情
し
て
「
大
丈
夫
で
せ
う
か
ね
、

熱
が
な
い
か
し
ら
」
と
心
配
を
し
て
居
た
程
で
あ
る
」 

辻
二
郎
「
十
月
の
芝
居
（
四
）
『
地
獄
変
』
の
演
出 

東
劇
左
団
次
を
観
る
」
『
朝
日
新
聞
』
（
昭

和
一
〇
・
一
〇
・
一
二　

東
京
朝
刊
九
面
）
。

（
17
） 

吉
村
忠
夫
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
大
山
廣
光
『
現
代
日
本
画
壇
誌
』
（
昭
和
九
・
七
・
五　

河
出
書
房
）
、
吉
村
忠
夫
「
松
岡
先
生
と
大
和
絵
主
義
」
（
『
塔

影
』
第
一
四
巻
第
四
号　

昭
和
一
三
・
四
・
一
八
）
、
『
東
京
芸
術
大
学
百
年
史　

東
京
美
術
学
校
篇
第
二
巻
』
（
平
成
四
・
八
・
一
五　

ぎ
ょ
う
せ
い
）
、
魚
里
洋

一
「
吉
村
忠
夫
の
画
業
と
国
画
院
の
意
義
」
（
『
特
別
展　

吉
村
忠
夫
と
松
岡
映
丘
一
門　

図
録
』
平
成
八
・
一
〇
・
一
〇　

福
岡
県
立
美
術
館
）
、
直
良
吉
洋
「
松

岡
映
丘
と
そ
の
弟
子
た
ち
」
（
『
生
誕
一
三
〇
年　

松
岡
映
丘
展　

図
録
』
平
成
二
三
年
）
の
叙
述
に
拠
っ
た
。

（
18
） 

前
掲
「
松
岡
先
生
と
大
和
絵
主
義
」
。

（
19
） 

木
之
華
社
の
忠
夫
は
「
古
代
風
俗
の
研
究
、
絵
巻
の
造
詣
に
深
く
、
従
つ
て
、
年
々
堅
実
な
作
風
を
見
せ
て
ゐ
る
。
王
朝
時
代
を
題
材
と
し
た
作
品

多
く
、
堅
実
な
線
描
と
、
流
麗
な
色
調
に
依
つ
て
、
歴
史
画
壇
第
一
線
に
、
確
乎
と
し
た
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
書
『
現
代

日
本
画
壇
誌
』
）
。
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（
20
） 

清
方
「
寸
言
葉
」
（
『
美
之
国
』
第
二
巻
第
八
号　

大
正
一
五
・
八
・
一
）
。

（
21
） 
竹
田
道
太
郎
『
巨
匠
達
が
生
れ
る
迄
』
（
昭
和
六
〇
・
六　

真
珠
社
）
。

（
22
） 「
私
達
が
新
興
大
和
絵
主
義
を
主
張
し
て
以
来
他
の
展
覧
会
に
も
随
分
と
影
響
を
与
へ
ま
し
た
が
大
々
的
に
展
覧
会
を
開
く
に
は
経
済
的
に
も
困
る
様

に
な
る
し
、
そ
れ
に
私
達
も
展
覧
会
の
た
め
の
み
に
力
を
用
ゐ
る
様
に
な
る
た
め
こ
の
際
解
散
し
て
今
後
は
研
究
を
中
心
に
し
て
行
く
つ
も
り
で
す
」

（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
六
・
二
・
一
〇
、
会
員
長
谷
川
路
可
の
談
話
。
）
。

（
23
） 「
我
等
生
を
神
国
に
享
け
、
偶
々
芸
術
に
志
せ
る
使
命
を
省
み
、
人
生
の
愉
悦
と
矜
持
と
の
念
深
き
と
共
に
、
斯
界
の
情
勢
に
鑑
み
て
、
愈
々
責
務
の

重
き
を
感
ず
る
こ
と
切
な
り
、
即
ち
同
志
盟
約
し
、
民
族
絵
画
の
伝
統
に
立
脚
し
て
精
進
勇
躍
、
以
て
祖
国
新
興
文
化
の
為
に
勤
仕
せ
ん
こ
と
を
誓

ふ　

昭
和
十
年
九
月
十
七
日
」
（
「
国
画
院
の
宣
言
と
趣
旨
」
『
美
之
国
』
第
一
一
巻
第
一
〇
号
、
昭
和
一
〇
・
一
〇
・
一
）
。

（
24
） 

無
記
名
「
日
本
画
院
旗
あ
げ
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
一
三
・
四
・
二
三
）
。

（
25
） 

昭
和
二
十
三
年
七
・
八
月
合
併
号
か
ら
印
刷
所
が
変
わ
っ
た
こ
と
で
技
術
的
な
問
題
が
生
じ
、「
名
作
絵
物
語
」
の
出
来
映
え
に
も
影
響
が
及
ん
だ
（
須

貝
正
義
『
大
佛
次
郎
と
「
苦
楽
」
の
時
代
』
平
成
四
・
一
一　

紅
書
房
）
。

（
26
） 

吉
村
忠
夫
「
地
獄
変
」
（
福
岡
市
美
術
館
蔵
。
絹
本
着
色
、
掛
幅
、117.0

×144.6

）
。

（
27
） 『
日
本
絵
巻
物
集
成
』
（
昭
和
四
～
八
年　

雄
山
閣
）
の
第
9
巻
は
「
地
獄
草
紙
」
「
餓
鬼
草
紙
」
「
病
草
紙
」
を
収
め
る
。

 

（
峯
村
至
津
子　

本
学
教
授
）

（
杲
由
美　

奈
良
工
業
高
等
専
門
学
校
准
教
授
・
本
学
非
常
勤
講
師
）
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【図版 14】「名作絵物語」2/8

【図版 15】「名作絵物語」3/8

雑誌『苦楽』所載、「名作絵物語」八葉
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【図版 16】「名作絵物語」4/8

【図版 17】「名作絵物語」5/8
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【図版 19】「名作絵物語」7/8
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viii

福岡市美術館所蔵、吉村忠夫 絵画「地獄変」

【図版 21】吉村忠夫 絵画「地獄変」（表装）


